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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左右に背合わせ状にパチンコ機を配列して形成される遊技機島の上部に設けられ，各パ
チンコ機にパチンコ玉を供給する装置であって、前記遊技機島の前後長手方向に配置した
長尺状の胴部と、前記胴部の上流端部と下流端部に設けられ，遊技機島の左右短尺方向に
設定される回転軸を中心に回転する二つのローラーと、前記二つのローラーに懸架される
とともに，該ローラーが回転することで移動する無端状の搬送ベルトと、前記搬送ベルト
の下方に，前記パチンコ玉の直径とほぼ等しい間隔を開けて設けられ，前記搬送ベルトの
移動により、上面を前記パチンコ玉が下流側へ向けて移動する樋本体を有し、該樋本体の
，少なくとも左右一方側から，側壁板を立設した補給樋と、前記側壁板と前記胴部の側面
にわたって設けられ，前記胴部，二つのローラーおよび搬送ベルトを，一体的に左右短尺
方向に傾動自在とする傾動部材と、を備え、
　前記搬送ベルトを，前記ローラーと共に，左右短尺方向の一方側に所定角度で傾斜させ
ると共に，前記補給樋を前記所定角度で傾斜させ，前記補給樋の低所側である左右短尺方
向の一方側に，前後長手方向に沿って，前記補給樋の上面のパチンコ玉を，その自重で，
パチンコ機に供給する複数の補給シュートを設けたことを特徴とするパチンコ玉供給装置
。
【請求項２】
　前記補給シュートは，前記補給樋の上面のパチンコ玉を前記補給樋の傾斜低所側に位置
するパチンコ機に供給する第一補給シュートと、前記補給樋の上面のパチンコ玉を前記補
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給樋の傾斜高所側に位置するパチンコ機に供給する第二補給シュートと、からなることを
特徴とする請求項１に記載のパチンコ玉供給装置。
【請求項３】
　前記搬送ベルトが、磁気を有するものであることを特徴とする請求項１又は請求項２に
記載のパチンコ玉供給装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ遊技場の遊技機島に設けられ、その遊技機島を構成する各パチンコ
機へパチンコ玉を供給するための供給装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ遊技場においては、左右に背合わせ状に配列された複数のパチンコ機によって
遊技機島が構成され、この遊技機島の上部には、各パチンコ機にパチンコ玉を供給するた
めの供給装置が設けられている。
【０００３】
　従来、パチンコ玉の供給装置としては、駆動装置で周回する搬送ベルトと、その直下に
設けた平板状の補給樋との間でパチンコ玉を挟持して搬送し、各パチンコ機へ供給する装
置がある（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－２７９３１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記した搬送ベルトを利用したパチンコ玉供給装置において、当該搬送ベルトは定期的
に交換する必要があるが、その場合、搬送ベルトを周回させるローラー等の部材を分解し
て行うことが要求される。また、搬送ベルトを補修する場合にも、同様に、ローラー等の
部材を分解する必要がある。従って、交換や補修が極めて面倒である。
【０００６】
　また、搬送ベルトと補給樋との間には、例えば、パチンコ玉と共に塵などの異物が侵入
し易いが、両者間の隙間は小さいので、その隙間に手を挿入して異物を取り出すことが極
めて困難である。
【０００７】
　本発明は、こうした問題に鑑み創案されたもので、搬送ベルトと補給樋との間にパチン
コ玉を挟持した状態で搬送するパチンコ玉供給装置において、搬送ベルトの交換や補修を
容易に行うことができ、また、搬送ベルトと補給樋との間に侵入した異物を容易に取り出
すことのできるパチンコ玉搬送装置を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　図１乃至図１０を参照して説明する。請求項１に記載のパチンコ玉供給装置１は、左右
に背合わせ状にパチンコ機３を配列して形成される遊技機島２の上部に設けられ，各パチ
ンコ機３にパチンコ玉４を供給する装置であって、前記遊技機島２の前後長手方向に配置
した長尺状の胴部５と、前記胴部５の上流端部と下流端部に設けられ，遊技機島２の左右
短尺方向に設定される回転軸を中心に回転する二つのローラー１１と、前記二つのローラ
ー１１に懸架されるとともに，該ローラー１１が回転することで移動する無端状の搬送ベ
ルト１０と、前記搬送ベルト１０の下方に，前記パチンコ玉４の直径とほぼ等しい間隔Ｃ
を開けて設けられ，前記搬送ベルト１０の移動により，上面を前記パチンコ玉４が下流側
へ向けて移動する樋本体２１を有し、該樋本体２１の，少なくとも左右一方側から，側壁
板２２を立設した補給樋２０と、前記側壁板２２と前記胴部５の側面にわたって設けられ
，前記胴部５，二つのローラー１１および搬送ベルト１０を，一体的に左右短尺方向に傾
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動自在とする傾動部材６と、を備え、前記搬送ベルト１０を，前記ローラー１１と共に，
左右短尺方向の一方側に所定角度αで傾斜させると共に，前記補給樋２０を前記所定角度
αで傾斜させ、前記補給樋２０の低所側Ｌである左右短尺方向の一方側に、前後長手方向
に沿って，前記補給樋２０の上面のパチンコ玉４を，その自重で，パチンコ機３に供給す
る複数の補給シュート３０，４０を設けたことを特徴とする。
【０００９】
　請求項２に記載のパチンコ玉供給装置１は、請求項１に記載の発明において、前記補給
シュート３０，４０は，前記補給樋２０の上面のパチンコ玉４を前記補給樋２０の傾斜低
所側Ｌに位置するパチンコ機３ａに供給する第一補給シュート３０と、前記補給樋２０の
上面のパチンコ玉４を前記補給樋２０の傾斜高所側Ｈに位置するパチンコ機３ｂに供給す
る第二補給シュート４０と、からなることを特徴とする。
【００１０】
　請求項３に記載のパチンコ玉供給装置１は、請求項１又は請求項２に記載の発明におい
て、前記搬送ベルト１０が、磁気を有するものであることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１に記載のパチンコ玉供給装置１は、補給樋２０の側壁板２２と胴部５の側面に
わたって傾動部材６を設け、胴部５、二つのローラー１１および搬送ベルト１０を、一体
的に左右短尺方向に傾動自在としているので、搬送ベルト１０の交換および補修を極めて
容易に行うことができる。
【００１２】
　すなわち、胴部５、二つのローラー１１および搬送ベルト１０を、一体的に左右短尺方
向に傾動させることによって、傾動方向と反対側において、補給樋２０との間に大きな開
放空間部Ｓを形成することができる。これにより、搬送ベルト１０を、その開放空間部Ｓ
の側へ容易に抜き取ることができ、搬送ベルト１０の交換や補修を極めて容易に行うこと
ができる。
【００１３】
　また、搬送ベルト１０と補給樋（樋本体２１の上面）２０との間に異物Ｆが侵入した場
合も、同様に、胴部５、二つのローラー１１および搬送ベルト１０を一体的に左右短尺方
向に傾動させて開放空間部Ｓを形成する。そして、その開放空間部Ｓから手を挿入するこ
とによって、異物Ｆを極めて容易に取り出すことができる。
【００１４】
　なお、このパチンコ玉供給装置１は、搬送ベルト１０を前後長手方向に配置しているの
で、傾斜させているものと比較して、高さ方向に大きな設置スペースを必要としない。ま
た、照明を遮らない。従って、遊技場を広くて開放感があり、明るい雰囲気の場所とする
ことができるといった効果を併せて発揮する。
【００１５】
　また、搬送ベルト１０の下方に補給樋２０（樋本体２１）を設け、両者の間でパチンコ
玉４を搬送するので、パチンコ玉４を搬送中でも、当該搬送ベルト１０およびそれを周回
させるローラー１１や駆動装置の保守点検を行うことができる。
【００１６】
　なお、搬送ベルト１０と補給樋２０の間隔Ｃを、パチンコ玉４の直径とほぼ等しく設定
しているので、当該搬送ベルト１０をパチンコ玉４に確実に接触させることができる。こ
れにより、パチンコ玉４を、より効率的に搬送することができる。
【００１７】
　加えて、二つのローラー１１、搬送ベルト１０および補給樋２０を、左右短尺方向の一
方側に所定角度αで傾斜させ、補給樋の傾斜低所側Ｌに補給シュート３０，４０を設けて
いるので、パチンコ機３にパチンコ玉４を供給することができる。
【００１８】
　請求項２に記載のパチンコ玉供給装置１は、請求項１に記載の発明と同様の効果を発揮
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する。また、補給樋の傾斜低所側Ｌに第一補給シュート３０と第二補給シュート４０を設
けているので、左右両側のパチンコ機３ａ，３ｂに均等にパチンコ玉４を供給することが
できる。
【００１９】
　すなわち、補給樋２０を左右の一方側に傾斜させているため、全てのパチンコ玉４は搬
送されながら補給樋２０の傾斜低所側Ｌに集まる。そして、補給樋の傾斜低所側Ｌに集ま
ったパチンコ玉４は、第一補給シュート３０によって補給樋の傾斜低所側Ｌのパチンコ機
３ａに供給され、第二補給シュート４０によって補給樋の傾斜高所側Ｈのパチンコ機３ｂ
に供給される。従って、左右両側のパチンコ機３ａ，３ｂに均等にパチンコ玉４を供給す
ることができる。
【００２０】
　請求項３に記載のパチンコ玉供給装置１は、請求項１又は請求項２に記載の発明と同様
の効果を発揮する。また、搬送ベルト１０が磁気を有するものであるので、磁力によって
鉄製であるパチンコ玉４を吸着することができる。従って、当該パチンコ玉４を、効率的
に搬送することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　本発明に係るパチンコ玉供給装置１の実施形態を、図１乃至図１０に示す。これは、左
右に背合わせ状に多数のパチンコ機３を配列して形成される遊技機島２の上部に設けられ
、各パチンコ機３にパチンコ玉４を供給する装置であり、胴部５、二つのローラー１１、
搬送ベルト１０、補給樋２０、および傾動部材６を備える。なお、この遊技機島２には、
その下部にパチンコ玉４を貯める貯留タンク５１と、そのパチンコ玉４を上部の供給部５
２まで搬送する揚送機構５０を備える。
【００２２】
　胴部５は、遊技機島２の前後長手方向に水平に配置したもので、長尺状の断面略矩形状
で、内部を空洞としている。二つのローラー１１は、胴部５の上流端部と下流端部に回転
自在に固定したものであり、その一方をモーター８に連結した駆動ローラー１１Ａとし、
他方を従動ローラー１１Ｂとしている。モーター８と駆動ローラー１１Ａには、それぞれ
プーリーＰを設け、回転ベルトＢで連結している。各ローラー１１は、それを左右から支
持する支持部１１ａを備え、この支持部１１ａを胴部５に固定している。搬送ベルト１０
は、二つのローラー１１に懸架された無端状である。
【００２３】
　補給樋２０は、ステンレス製とし、搬送ベルト１０の直下に、パチンコ玉４の直径とほ
ぼ等しい間隔Ｃを開けて設けられ、上面をパチンコ玉４が移動する樋本体２１と、その左
右一方側から立設され、胴部５側面の略中間高さ部分に達する側壁板２２とを備える。こ
の側壁板２２は、パチンコ玉４が左右方向に落下するのを防止するはたらきも担い、また
、搬送ベルト１０が左右短尺方向の一方側へ外れてしまうのを防止するはたらきも行う。
なお、樋本体２１の左右他方側には、パチンコ玉４の落下を防止するための小壁２３を設
けている。この小壁２３は、搬送ベルト１０が左右短尺方向の他方側へ外れてしまうのを
防止するはたらきも行う。
【００２４】
　傾動部材６は蝶番で構成し、その下半部を側壁板２２の内面に、上半部を胴部５の側面
に、それぞれ複数の締結部材（リベット、ボルト・ナット、ビスなど）７によって固定し
ている（図１乃至５参照）。この傾動部材６の作用によって、胴部５、二つのローラー１
１（支持部１１ａを含む）および搬送ベルト１０を、一体的に左右短尺方向に傾動自在と
している。なお、この傾動部材６は適宜の間隔を開けて設けるものであり、その設置数は
限定されない。
【００２５】
　この傾動姿勢は、傾動部材６の傾動角度を調節したり、あるいは他の部材を介在させる
ことによって、作業者が手で支えることなく、自立させることができる。こうすることに
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よって、例えば、異物Ｆの除去作業を、より容易に行うことができる。
【００２６】
　なお、本実施形態における胴部５、二つのローラー１１および搬送ベルト１０の通常時
の姿勢は、胴部５の側面を傾動部材６の内面（または内面から突出している締結部材（リ
ベットなど）の頭部）に当接させることによって確保しているが、本発明はこれに限定さ
れず、例えば、側壁板２２の内面に胴部５の側面に当接する突起２４を設けることによっ
て確保することもできる（図４参照）。この場合、胴部５から、突起２４が当接する支持
板５ａを垂下設すると良い。
【００２７】
　また、本実施形態では、胴部５、二つのローラー１１、搬送ベルト１０および補給樋２
０を左右短尺方向の一方側に所定角度αで傾斜させている（図４、７参照）。図７におい
て、符号Ｅは水平ラインを示し、符号Ｄは搬送ベルト１０の傾斜ラインを示す。そして、
補給樋２０の低所側Ｌである左右短尺方向の一方側に、前後長手方向に沿ってほぼ等間隔
に、補給樋２０の上面のパチンコ玉４を、その自重で、低所側Ｌに位置するパチンコ機３
（３ａ）に供給する複数の第一補給シュート３０を設けている（図８、９参照）。
【００２８】
　また、第一補給シュート３０に隣接して、低所側Ｌに、前後長手方向に沿ってほぼ等間
隔に、補給樋２０の上面のパチンコ玉４を、その自重で、補給樋２０の高所側Ｈに位置す
るパチンコ機３（３ｂ）に供給する複数の第二補給シュート４０を設けている（図８、１
０参照）。
【００２９】
　さらに、搬送ベルト１０を、ゴム材に磁化した砂鉄を混在させた磁気性材料で構成して
いる。なお、この搬送ベルト１０は、ゴム製のベルト本体と、その表面に貼り付けた磁気
テープ（フィルム）とで構成することもできる。
【００３０】
　本実施形態に係るパチンコ玉供給装置１は、補給樋２０の側壁板２２と胴部５の側面に
わたって傾動部材（蝶番）６を設け、胴部５、二つのローラー１１および搬送ベルト１０
を、一体的に左右短尺方向に傾動自在としている。従って、それらを一体的に傾動させて
、傾動方向と反対側において、搬送ベルト１０と補給樋２０との間に大きな開放空間部Ｓ
を形成することができる（図５、６参照）。これにより、搬送ベルト１０を、その開放空
間部Ｓの側へ引っ張り出すことによって、ローラー１１から容易に離脱させることができ
、よって、この搬送ベルト１０の交換や補修を極めて容易に行うことができる。
【００３１】
　また、搬送ベルト１０と補給樋２０との間に異物Ｆが侵入した場合も、同様に、胴部５
、二つのローラー１１および搬送ベルト１０を一体的に左右短尺方向に傾動させて開放空
間部Ｓを形成する。そして、その開放空間部Ｓから手を挿入して、異物Ｆを極めて容易に
取り出すことができる。
【００３２】
　なお、このパチンコ玉供給装置１は、搬送ベルト１０を前後長手方向に水平に配置して
いるので、高さ方向に大きな設置スペースを必要としない。また、照明を遮らない。従っ
て、遊技場を広く開放感があり、明るい雰囲気の場所とすることができるといった利点が
ある。
【００３３】
　また、搬送ベルト１０の直下に補給樋２０を設け、両者の間でパチンコ玉４を搬送する
ので、パチンコ玉４を搬送中でも、当該搬送ベルト１０およびそれを周回させるローラー
１１や駆動装置の保守点検を行うことができるといった利点もある。
【００３４】
　さらに、このパチンコ玉供給装置１は、胴部５、二つのローラー１１、搬送ベルト１０
および補給樋２０を、左右短尺方向の一方側に所定角度αで傾斜させ、低所側Ｌに第一補
給シュート３０と第二補給シュート４０を設けているので、左右両側のパチンコ機３に均
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等にパチンコ玉４を供給することができる。
【００３５】
　すなわち、補給樋２０を左右の一方側に傾斜させているため、全てのパチンコ玉４は搬
送されながら補給樋２０の低所側Ｌに集まる。そして、低所側Ｌに集まったパチンコ玉４
は、第一補給シュート３０によって低所側Ｌのパチンコ機３ａに供給され、第二補給シュ
ート４０によって高所側Ｈのパチンコ機３ｂに供給される。従って、左右両側のパチンコ
機３に均等にパチンコ玉４を供給することができる。
【００３６】
　また、搬送ベルト１０が磁気を有するものであるので、磁力によって鉄製であるパチン
コ玉４を吸着することができる。従って、当該パチンコ玉４を、効率的に搬送することが
できる。
【００３７】
　なお、搬送ベルト１０と補給樋２０の間隔Ｃを、パチンコ玉４の直径とほぼ等しく設定
しているので、当該搬送ベルト１０をパチンコ玉４に確実に接触させることができる。こ
れにより、パチンコ玉４を、より効率的に搬送することができる。
【００３８】
　また、搬送ベルト１０が、ゴム材に砂鉄を混在させて形成され、砂鉄が磁化された磁気
性材料で構成されているので、当該搬送ベルト１０に効果的かつ廉価なコストで磁力を与
えることができる。
【００３９】
　このパチンコ玉供給装置１は、次のように作動する。まず、モーター８を稼動させて駆
動ローラー１１Ａを回転させ、搬送ベルト１０を、駆動ローラー１１Ａと従動ローラー１
１Ｂとの間で周回させる。これにより、揚送機構５０によって供給部５２に供給されたパ
チンコ玉４を、搬送ベルト１０と補給樋２０（樋本体２１）の上面との間に軽く挟持した
状態で下流側へ搬送する。
【００４０】
　搬送ベルト１０によって搬送されるパチンコ玉４は、補給樋２０の上面を下流側に移動
しながら、随時、補給樋２０の傾斜の作用により、低所側Ｌに自重で転がる。そして、低
所側Ｌおよび高所側Ｈの各パチンコ機３ａ，３ｂの分離器６０ａ，６０ｂに入り、そこか
ら第一補給シュート３０および第二補給シュート４０を通過して、それぞれ低所側Ｌのパ
チンコ機３ａおよび高所側Ｈのパチンコ機３ｂに供給される。これにより、低所側Ｌおよ
び高所側Ｈの全てのパチンコ機３に、パチンコ玉４が均等に供給される。
【００４１】
　なお、この搬送ベルト１０はその上流端部と下流端部に設けた二つのローラー１１に懸
架させているので、その中央部分が自重によって垂下し易いが、この垂下によってパチン
コ玉４に、より強く接触するので、当該パチンコ玉４を効率的に搬送することができる。
【００４２】
　また、補給樋２０をステンレス製としているので、搬送ベルト１０の磁力が作用せず、
また、表面が滑らかで剛性も高い。従って、パチンコ玉４は補給樋２０の上面を、長期に
わたって円滑に移動することができる。
【００４３】
　なお、上記実施形態では、搬送ベルト１０等を左右短尺方向に傾斜させているが、本発
明はこれに限定されず、左右短尺方向に水平に設けたものにも適用することができる。こ
の場合、パチンコ玉４を左右のパチンコ機３ａ，３ｂに均等に分配するための手段（例え
ば、樋本体２１を左右方向に傾斜させる）を講じることになる。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明に係るパチンコ玉供給装置の実施形態を示す側面概略構成図である。
【図２】図１に示す供給装置の要部を示す側面拡大構成図である。
【図３】図１に示す供給装置の平面拡大構成図である（通常時の状態を示す）。
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【図４】図１に示す供給装置の正面拡大構成図である（通常時の状態を示す）。
【図５】図１に示す供給装置の正面拡大構成図である（開放空間部を形成した状態を示す
）。
【図６】図１に示す供給装置の平面拡大構成図である（開放空間部を形成した状態を示す
）。
【図７】図１に示す供給装置の傾斜状態を示す正面断面図である。
【図８】図１に示す供給装置の部分側面構成図である。
【図９】図８のＡ－Ａ線矢視構成図である。
【図１０】図８のＢ－Ｂ線矢視構成図である。
【符号の説明】
【００４５】
　１　　　　パチンコ玉供給装置
　２　　　　遊技機島
　３　　　　パチンコ機
　３ａ　　　パチンコ機（低所側）
　３ｂ　　　パチンコ機（高所側）
　４　　　　パチンコ玉
　５　　　　胴部
　５ａ　　　支持板
　６　　　　傾動部材
　７　　　　締結部材
　８　　　　モーター
　１０　　　搬送ベルト
　１１　　　ローラー
　１１Ａ　　駆動ローラー
　１１Ｂ　　従動ローラー
　１１ａ　　支持部
　２０　　　補給樋
　２１　　　樋本体
　２２　　　側壁板
　２３　　　小壁
　２４　　　突起
　３０　　　第一補給シュート
　４０　　　第二補給シュート
　５０　　　揚送機構
　５１　　　貯留タンク
　５２　　　供給部
　６０　　　分離器
　６０ａ　　分離器（低所側）
　６０ｂ　　分離器（高所側）
　Ｂ　　　　回転ベルト
　Ｃ　　　　間隔
　Ｄ　　　　搬送ベルト（およびローラー）の傾斜ライン
　Ｅ　　　　水平ライン
　Ｆ　　　　異物
　Ｈ　　　　高所側
　Ｌ　　　　低所側
　Ｐ　　　　プーリー
　Ｓ　　　　開放空間部
　α　　　　所定角度
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